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＊ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

＊お客様の紹介 

東海北陸道グループガバナー補佐 可児 昌則様 

関市立関商工高校 

 工業科主任 牛丸 憲一先生 

ＩＡＣ顧問 内海 流水先生 

 ３年    井上 未結さん 

３年    猿渡 有奈さん 

３年    坂口 奈奈美さん 

保護者 ３名 

会員夫人   加納 啓視様 

       高井 温都子様 

       吉田 本江様 

＊会長あいさつ 波多野篤志会長 

今週の日曜日1月20日から大寒に入

りました。暦の上では、一年で最も

寒い時期ということになりますが、

実際には一週間ほど後の 1月 26日から 2月 4日まで

に最低気温を更新することが多いそうです。最近は、

日に日に寒さが厳しくなってきていますし、インフ

ルエンザも流行っています。日ごろからの体調管理

に努めていただきたいと思います。 

さて、本日は、東海北陸道グループガバナー補佐

の可児昌則さんに来ていただいております。後程、

ご挨拶と終了時に講評をいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

また、本日は、昨年の 12月 19日より 3泊 4日の

行程で、台湾の景文高校に交換学生として研修に行

っていただいた関商工の学生さん 3名とその親御さ

ん、引率で行っていただいた教員の牛丸先生と内海

先生に来ていただいております。当クラブが、主要

事業の一つとしています、台北南隆ロータリークラ

ブとの交換学生事業の成果が聞けると思います。大

変興味深く楽しみにしていますので、よろしくお願

いします。また、今回の経験を今後の生活に活かし

ていただきたいですし、学校での活動に活かし、後

輩たちにこの事業の貴重さや楽しさを伝えていただ

きたいと思います。又、学生のご両親にも、今回の

事業報告を聞いていただき、ロータリークラブの活
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「関商工高 台湾交流の報告」 
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「自ら行動するロータリーへ！」 



動の一部分でもご理解いただけたらと思いますので、

よろしくお願いします。本日は、お客様も多くお話

しいただく時間も限られていますので、わたくしの

挨拶は短めで終わらせていただきたいと思います。

本日はどうぞよろしくお願いします。 

＊ご挨拶 

東海北陸道グループガバナー補佐 

 可児昌則様 

今日は台湾に行かれましたインター

アクトの生徒さんの話を聞き、私な

りに勉強させて頂きたいと思っております。振り返

ってみますと、私もローターアクトをしており、韓

国へ引率という立場で行って、韓国のローターアク

トのメンバーと交流をさせて頂きました。大変その

時も勉強になり、今に至っているのかなと思います。

私が所属するクラブは人数が少なくインターアクト

やローターアクト、青少年交換というのはなかなか

出来ませんが、今日のような席で話を聞かせて頂く

と今後の勉強になるかと思います。今日はよろしく

お願いいたします。 

＊関商工高生徒 台湾交流の報告 

ご挨拶 関市立関商工高校 

 工業科 主任 牛丸憲一先生 

今回は引率という立場で台湾に同

行させて頂き、色々お世話になり

ありがとうございました。 

初日、最初盛大なパーティからはじまったところが

衝撃的でした。慣れない挨拶をさせて頂き、何より

もそこでロータリークラブの方から温かいお言葉を

かけて頂き、心が和みスタートさせて頂きました。 

生徒は、各ホームステイ先でコミュニケーション

をいかにとるか、チャレンジするということを経験

させてもらえ、とてもいい勉強になったと思います。

言葉が通じないから海外は苦手ですという在校生の

生徒もいますが、「まずはやってみよう」という言葉

が、今年に入ってから自分でもふと気づくとそんな

言葉が出ているような気がします。今回の研修旅行

で引率をさせて頂きましたが、一番学んだのは私た

ちではないかと思うぐらい勉強させて頂きました。

今は在校生の子達と台湾の子達をどうやって接待し

ようかと話をしています。今後も関商工の国際活動

を広報していきながら教員活動をしていきたいと思

います。 

ＩＡＣ顧問 内海流水先生 

ロータリークラブの皆様には、日

頃からお世話になっております。

最初に御礼申し上げたいと思いま

す。ありがとうございます。 

行く前に研修ということで 11 月に入った頃から

集まりを持ち、台湾語での自己紹介や基礎的な会話

を学びました。ホームステイをするということで、

初日は不安と期待感の中で出発しました。交流をす

るうち、子供同士はどんどん仲良くなり、お互い英

語も日本語も分からないなかで、スマホを使ったり

してコミュニケーションをとっていました。授業は

マグカップを作る授業、プログラミングをして車を

走らせる授業など交流しながらする授業が多くあり

ました。私も含めて驚いたのは向こうの生徒さんの

語学力で、3カ国語も話せるような生徒さんもいて、

後で書いてもらった報告書にも語学力が素晴らしか

ったから、もっと英語を頑張ってみようと思ったな

ど何人もの生徒が書いておりました。 

ただの観光旅行とは違って、生活習慣も語学も違

うので苦労もしたと思いますが、その分自分の身に

なったのではないかと思います。本当に貴重な体験

だったと思います。最後もなかなか別れられず、今

もラインなどでやりとりもしているようです。 

今後は、2月 15日に課題研究発表会というのがあ

り、その場で台湾を訪問した生徒が全校生徒の前で

プレゼンをすることになっております。貴重な体験

をさせて頂きありがとうございました。 

総合ビジネス科３年 

井上未結さん 

「自分を知る・たくさん学ぶ」 

私は 1年生のころから台湾研修に

行きたいという気持ちがありまし

た。なぜなら高校生のうちに海外に行けることはと

ても貴重な体験だと感じたからです。また、３年生

となり進学先が決定し、入学するまでに出来ること

は何か考え、台湾研修に行くことにしました。その



ため台湾に行けるチャンスを頂くことができ、とて

も嬉しかったです。 

実際に４日間過ごしてみて、日本との違いをたく

さん実感しました。言葉はもちろんですが、日常生

活や学校生活、街の雰囲気や空気など全てがとても

新鮮でした。特に私が印象に残っているのは、言葉

の違いと学校生活です。台湾で使われているのは主

に中国語ですが、私たちには理解出来ないことが多

く、結果英語で話したり、簡単な日本語で話したり

することが多かったです。現地の方たちは私たちが

中国語を話すことができないということを理解して

下さり、日本語で話してくれることも多かったです。

どうすれば上手くコミュニケーションがとれるのか

考え、今まで学んだ英語を使って話したり、どうし

ても上手く伝わらない時はインターネットを使って

会話をしたりしました。それは日常生活だけでなく、

学校生活でも同じでした。 

学校では日本の学校や関商工とは違う点がいくつ

もあり、驚きました。台湾の学校は日本よりも英語

の授業に力が入っていて、２年生で英語がとても流

暢に話せていて、驚きと同時に自分も英語を好きに

なってもっと勉強しようと思えました。また、いく

つかの国の留学生もいて、英語だけでなくその国の

言語など国際的な交流が出来ることにとても憧れま

した。言語は違ってもコミュニケーションはとれま

したし、お互いに聞きあったりすることで相手を知

ろうとすることができました。日本で過ごしている

と自分の気持ちがなかなか伝えられずたくさんの後

悔をしますが、初めての海外で日本語が通じない環

境の中、自分の言葉で伝えないといけないと感じま

したし、たとえ間違えていたとしても諦めずにいろ

んな方法を使って伝えようとする気持ちが大切だと

思いました。そして、帰国した今でも台湾の学生と

は連絡を取り合っており、お互いの国について話し

たりしています。そのなかで新たに知ったこともあ

りますし、知識が増えていくことを嬉しく感じてい

ます。 

今回の研修で私にとって１番大きな出会いがあり

ました。それはホストファミリーです。私の将来の

夢は旅行会社で働くことです。ホストマザーは偶然

にも日本人の方で旅行会社に勤めていらっしゃいま

す。国は違っても旅行に関することや、日本と台湾

それぞれの違いや文化など、私たちが理解しがたい

事までたくさんのことを教えていただき、学ぶこと

ができました。 

４日間という短い期間ではありましたが、私たち

にとってはとても有意義であり、濃い時間となりま

した。そして毎日が新鮮で刺激を受けました。高校

生である今経験出来たことは本当に貴重でしたし、

将来必ず活かせるものだと思います。現地の生徒だ

けでなく、一緒に行った下級生とも交流ができ、良

い思い出となりました。普段の生活で味わえないこ

と、今だからできることを４日間で実感できたので、

本当に行ってよかったと思います。自分自身と向き

合うきっかけにもなりました。 

高校生活の最後にこのような機会を下さったロー

タリークラブの方や現地の方、先生方などこの研修

に関わってくださった全ての人に感謝したいです。

ありがとうございました。 

総合ビジネス科 3年 

猿渡有奈さん 

「台湾の文化にふれる」 

12月 19日〜22日の 4日間にわた

り、台湾研修に参加させて頂きま

した。この４日間で台湾の魅力を見つけることが出

来ましたし、沢山の文化にふれることが出来ました。 

１日目の九份観光では、千と千尋の神隠しの舞台

でもある建物を見ました。日本の建物はシンプルで

すが、台湾の有名な建物は色とりどりで複雑な形を

した飾りなどがついていてとても綺麗な建物ばかり

でした。また、日本でも毎日のように飲むお茶です

が、台湾のお茶は１つひとつ種類があり、お茶の色

が日本では見られない、綺麗な黄色のお茶や香りが

いいものばかりでした。日本で飲む烏龍茶と台湾で

飲む烏龍茶は香りも、飲みやすさも違い驚きました。 

２日目からは、台湾の学校である景文高校へ行き

ました。学校に着いてはじめに驚いたのは、とても

大きな門があることです。関商工には大きな門がな

いのでとても驚きました。門をくぐると沢山の生徒

が挨拶をしてくれました。関商工でも挨拶を大切に



していますが、景文高校の生徒の皆さんの挨拶は明

るくて元気な挨拶でした。また、景文高校の生徒の

皆さんはみんな親切な方ばかりで、言葉が通じない

なかジェスチャーや簡単な英語などで、沢山コミュ

ニケーションをとろうとしてくれてとても嬉しかっ

たです。授業では、まずパソコンを使ってマグカッ

プのデザインをしていきました。画面にタッチペン

を使って色を塗っていきました。パソコンの技術が

とても高く、パソコンで書いたとは思えない絵が沢

山あり驚きました。２時間目に数学としてロボット

を組み立て、組み立てたロボットにパソコンで速度

を入力して、速く走るロボットを作成しました。右

に曲がる時、左に曲がる時、様々なパターンがあり、

上手く速度を組み合わせていくのはとても難しかっ

たです。３時間目には体育として、台湾の伝統的な

武術・護身術を習いました。カンフーのようなもの

で、体幹と体全体を使ってやるものでした。台湾の

伝統的なものを習えて良かったです。夜には、台湾

でも有名な夜市に連れて行ってもらいました。夜市

には台湾の B級グルメやお土産などが沢山売ってい

ました。とても広く、様々なお店がやっていて楽し

かったです。日本の夏祭りなどに似ていると感じま

した。 

 ３日目の景文高校の授業は、はじめに留学している

学生さんと話し、ありがとう、こんにちは、チョコ

レートが好きという言葉を様々な国の言葉で言いま

した。ドイツ、ブラジル、イタリア、ポーランド、

フランスの言葉を習いましたが、ポーランドの言葉

がとても難しかったです。２時間目には糸と紙皿を

使って写真立てを作りました。切り込みが入ってい

る紙皿に三角形や四角形などを糸で作っていきまし

た。完成を想像しながら作るのがとても楽しかった

です。昼食を食べたあとに、市内観光として景文高

校の生徒の方と一緒に台北 101を見に行ったり、國

父記念館に行きました。國父記念館では、衛兵の交

代式を見ることが出来ました。一歩一歩が揃ってい

て、腕の角度なども細かく揃っていてとてもかっこ

よかったです。日本では警備の交代は盛大にやるも

のではないのでとても新鮮でした。夜はホームステ

イ先の家で台湾の鍋を食べさせていただきました。

また、家がキリスト教のため協会の仲間の方々が家

にクリスマスの歌を歌いにこられ、聞いたことのあ

る曲を中国語で聞けてめったに出来ない経験が出来

ました。 

４日目は、国立故宮博物院に行きました。有名な

翠玉白菜を見たいと思いましたが、白菜は別のとこ

ろに展示にいっていてありませんでした。しかし、

肉形石などを見ることができ、他にも昔使われてい

た鍋のようなものなども見てきました。台湾の古い

歴史を感じることが出来ました。 

この４日間、日本語が通じないなか様々なことに

気付きました。台湾で出会った人々は優しい方ばか

りで、台湾という国は、昔ながらの伝統を守ったり

している素晴らしい国でした。沢山の方に支えられ、

台湾の文化にふれることが出来てとても楽しかった

です。機会があればまた行きたいです。 

総合ビジネス科３年 

坂口奈奈美さん 

「日本と台湾の文化の違い」 

台湾と日本の文化には共通する点

も多いですが意外なところに違い

がありました。その文化の違いを、『街の文化』『交

通文化』『食文化』『日常の文化』の４つに分けてみ

ていきます。 

 まず初めに、『街の文化』の違いは、日本の自動車

は基本左側を通行しますが、台湾では右側通行をし

ます。そのためハンドルも左側で日本と逆になって

います。また、台湾には夜市があるため、夜型文化

です。平日の夜でも家族や友達などと夜市へ行き、

夕食や、買い物を楽しむ人が多くいます。今回私が

行った士林夜市は台湾の中で一番大きな夜市で、観

光客や、地元の方でにぎわっていました。 

 次に『交通の文化』の違いについて説明します。

台湾には黄色いタクシーが多く、MRT という地下

鉄もあります。あまり自動車に乗らない台北の人々

は、よくこれらの交通機関を使用しています。MRT

には決まりがあり、飲食が一切禁止です。これは通

勤帰宅ラッシュ時などに交通機関を使う人が多いた

め、MRT を清潔に保つための決まりです。違反を

すると罰金を取られてしまうほど、決まりは厳しい



です。MRT だけでなくタクシーも活発に動いてい

ます。辺りを見回すと普通の自動車より黄色のタク

シーが目立つほどです。今回の研修で３回タクシー

に乗りましたが、タクシーの内装も一つ一つ違って

高級感のあるのもあれば少し古いのもあり、選んで

タクシーに乗る人も多いようです。日本では選ばな

くても大体のタクシーが同じ内装しているので、そ

こにも違いがあると感じました。また、一般の交通

によく使われていたものとしてバイクがありました。

特に大通りではバイクがならんでいました。日本で

は歩行者や自転車が優先ですが、台湾では歩行者な

ど関係なく、タクシーもバイクも走ってくるため注

意が必要です。 

 ３つめに『食文化』の違いについてみていきます。

基本的に外食文化です。朝は朝市がやっており、屋

台やお店が出ているため、通勤通学をする人たちが

買うことができるようになっています。夜は夜市が

あるため、そこで食べることのできる食べ物や夜市

の中にある飲食店で食べている人も多いです。外食

が多い理由として、賃貸住宅にキッチンがない物件

が多いこともあると言われています。食べるものと

しては、朝から小龍包や水餃子、肉まん、サンドウ

ィッチが多いです。日本では油の多いものやメイン

になるものは昼や夜に食べることが多いですが、台

湾では朝からそれらの食べ物を普通に食べています。 

 最後に『日常の文化』の違いです。台湾の水は硬

水のためそのまま飲むことができず、常に水筒を持

ち歩き、ウォータークーラーの水かコンビニや、ス

ーパーで買った水を飲みます。また、台湾のトイレ

はトイレットペーパーを流すことができないので、

拭いた後は大きなゴミ箱へ入れて捨てます。流すと

詰まる原因となるのでポスターにして捨てないよう

に警告されています。水に流せるティッシュは捨て

てもいいものもあるそうですが、だいたいがごみ箱

に捨てます。 

 日本と違った文化に触れることができ、たくさん

の人に出会い、生活スタイルの幅が広がった４日間

でした。これからの生活にこの４日間で学んだこと

を取り入れ、台湾の人のように穏やかで、落ち着い

ている生活ができるようにしていきたいです。 

＊講評 ガバナー補佐 可児昌則様 

台湾交流では、先生も生徒さんもすごくいい経験を

されたのではないかと思います。今回の経験が、将

来絶対役に立つ時が出てくると思います。関中央Ｒ

Ｃにおかれましては、こういう場を作って頂いたこ

とを感謝申し上げます。 

 また、先日の会員増強セミナーに 3名の方にご出

席頂きましたが、期末までにはぜひプラスで行って

頂きたいことをお伝えしまして終わらせて頂きます。 

＊出席委員会 

会員数 32名、本日の出席 22名です。 

＊ニコボックス委員会 

・東海北陸道グループガバナー補佐 可児昌則様 

お世話になります 

・会長・副会長・幹事 

関商工の皆様、台湾訪問の報告楽しみにしておりま

す。 

22名のご投函ありがとうございました。 

＊幹事報告 

・各務原かかみのＲＣ例会場変更のご案内 

・台湾交流での台北南隆ＲＣへのお土産を配布しま

したのでお持ち帰りください。 

＜次例会の案内＞ 

第 1966回 2019年 2月 14日（木） 

卓 話 関税務署副署長  谷端富士男様 

     〃  法人課税第一部門統括国税調査官 

  梅村 明史様 

テーマ 「消費税軽減税率制度の概要」 

担 当 ロータリー情報委員会 


